
３年生に感謝を伝え、思いを引き継ぐ 胆沢プライド継承会 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北

西側に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風

林です。快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景

観を生み出しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくて

はならない「えぐね」のような存在であり続けたいと願い、校

報の名前にしています。<学校ＨＰ ttps://isawachu.edumap.jp> 

 

 
 

２月１０日に開催しました。この会は、これまで諸活動の中心となって全校をリードし

てきた３年生への感謝の気持ちを伝えると共に、１・２年生が新たな歴史と伝統を受け継

ぐ決意を表す機会とするためのもので、生徒会執行部によって進められました。 

会では１・２年生の４つの集団表現活動とメッセージ、引継ぎ、３年生の独自パフォー

マンスが行われました。映像での振り返りもあり、見どころのたくさんある時間となりま

した。また、事前取組では、２年生が１年生に丁寧に教え、共に活動する姿がたくさん見

られました。寒い時期の取組でしたが、こうした活動や経験を通じて、それぞれが次のス

テージに立って活躍する準備が進んでいくのだと、改めて感じています。 

 
 



高 1調査⑧ 「在籍学科」 市教委 児童生徒表彰 

薬物乱用防止教室 小学生訪問 
 

 

 

１７日に学校薬剤師の佐々木裕喜氏を講師

にお迎えして、２年生対象に開催しました。 

主に、アルコール、たばこの害、麻薬や危険

ドラックについて、データや具体例をもとに

お話していただきました。 

強調して伝えていただいたのは、家庭や車

中でのたばこの受動喫煙の害についてと、オ

ーバードーズについてでした。オーバードー

ズは一般薬の過量服薬のことで、ネットから

の情報、悩み相談のやり取りの中から若い世

代で増えていることへの指摘がありました。 

 

 

今年度の活躍を顕彰する表彰式が、１８日

に、ささらホールで行われました。 

本校からは、佐々木美月さん（山火事予防ポ

スター用原画募集 消防庁長官賞）が、児童生徒

栄光賞を受賞しました。また、菊地琉壱さん（東

北ＵＪボクシング大会兼全日本ＵＪフレッシュ大

会 １位）、渡邉侑莉さん（県中総体ソフトテニス

競技 女子個人 １位）、菅原望夢さん（県中総体

ソフトテニス競技 女子個人 １位）、髙橋 陽さん

（県新人大会陸上競技 中学２年男子１５００ｍ  

１位）が、児童生徒栄誉賞を受賞しました。 

おめでとうございます。 

 

 

２０日に南都田小学校、２４日に胆沢第一

小学校、２７日に若柳小学校と胆沢愛宕小学

校の６年生による中学校訪問が続いて行われ

ています。 

当日は、学校紹介や授業参観を中心とした

内容を予定しています。中学生と合同体育と

して一緒に体を動かす時間も設定しています。 

短い時間ですが、小学生には４月からの生

活を想像するために、中学校の雰囲気を感じ

てほしいですし、中学生には先輩としての自

覚をさらに高めてほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通っている高校の学科は何か 

 

普通科 ７０．７％  総合学科  ５．５％ 

工業科  ５．０％  家庭科   ０．２％ 

商業科  ４．４％  理数科   １．６％ 

農業科  １．６％  看護科   ０．５％ 

           その他   ８．６％ 

全国的には普通科に進学している割合が

高くなっています。一方、各専門学科・総合

学科にも特色があります。将来の希望や自

分の目的に合致していると言える科を選択

することが大切です。近隣の高校だけでな

く、幅広く様々な科の内容について調べて

みることも必要だと思います。 


